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資料編  

 

【 被災の状況 】 

 

（１）東日本大震災の概要 

 平成２３年３月１１日午後２時４６分ごろ、三陸沖を震源とする大地震があり、宮城県栗

原市で震度７を観測した。東日本全域の広い範囲で震度６～１の揺れと、津波に見舞われ、

東北太平洋沿岸地域を中心に死者・行方不明者が２万７千人を超える未曾有の被害をもたら

した。（平成２３年４月５日現在） 

①発生日時  平成２３年３月１１日 午後２時４６分  

②震源地   宮城県三陸沖  マグニチュード９．０ 

       茨城県沖    マグニチュード７．４ 

③市内の震度  震度６強 

 

（２）小美玉市の被災状況等 

①市民生活の被害 

■避難状況 

      避難人数 １，３８８人  避難箇所 ９箇所（３／１２ピーク時） 

      避難人数     ３人  避難箇所 １箇所（４／６現在） 

■公共施設の被害 

     市役所、生涯学習施設、文化施設 １６施設 

■学校、幼稚園施設の被害 

    学校、幼稚園 ２２施設 

■建築物、道路などの被害（区長による各区被害状況調査より ３／３０現在） 

・全壊１４棟 ・半壊４６棟 ・屋根の破損した建物４，２９５件  

 

・塀の破損（倒壊） １，５６９件 ・がけ崩れ等４４件 

・道路橋梁等の被害 １３９件 

・上水道の被害 ６３件 

・下水道の被害 １０路線、マンホール６２箇所 

・農業集落排水の被害 マンホール等 １６箇所 

   

（３）応急措置 

①ガレキ等撤去及び処分 

   ■市内２箇所に処分地を設け、ガレキ等の撤去作業を実施。 

   ２，７３９．２４ｔ(３月３１日現在) 

②ブルーシートの配布 

   ■屋根の破損などに対応するため、ブルーシートの配布を実施。 

   １，０８１枚(４月６日現在) 




